
いまこそ大人が泣く絵本を　20冊＋4冊

「Fortuna」2020冬号　Ｐ．60-63
 ★ 「大人こそ絵本を人生の友としよう」より

　著作者・訳者

　出版社

　出版年

　税込価格

雑誌記事より抜粋・メーカーコメントほか

●絵本コーディネーター東條知美さんが選ぶ10冊

1
あなたのことが
　　　だいすき

えがしら　みちこ/文・絵

西原　理恵子/原案

KADOKAWA

2018.5

1,100円

子育て期の母に優しく寄り添う

迷ったり、落ち込んだり…　。子育てに奮闘中のママに贈
るメッセージ絵本！　西原理恵子氏のベストセラー『女の
子が生きていくときに、覚えていてほしいこと』から生ま
れた、子育て中のママに贈るメッセージ絵本！

2 あおいアヒル
リリア/作

前田　まゆみ/訳

主婦の友社

2019.10

1,430円

親の介護に直面する前に読みたい

成長したワニがアヒルを抱えて回想する場面で始まるこの
作品は、　認知症の祖母と過ごす家族との時間の中で感じ
た著者の体験をもとに描かれています。

3 ぶたばあちゃん

マーガレット・ワイルド/文

ロン・ブルックス/絵

今村　葦子/訳

あすなろ書房

1995.9

1,650円

大切な人をどう看取るか、教えてくれる

死を予感して、したくをはじめるぶたばあちゃんと、悲し
みをこらえて寄り添う孫娘。ふたりの生と死の受けいれ方
を描く。

4 Life　（ライフ）
くすのき　しげのり/作

松本　春野/絵

瑞雲社

2015.3

1,430円

悲しみに暮れているときに広げたい

町の外れに「Ｌｉｆｅ（ライフ）」という小さなお店があ
ります。でもお店といっても、だれかが働いているわけで
も、なにかを売っているわけでもありません。ある冷たい
風が吹いた日、一人のおばあさんが「ライフ」にやってき
ました…。冬の間も「ライフ」には、たくさんの人が訪
れ、そしてすてきな春がやってきました。

5  猫のミーラ 井上　奈奈/著・文

よはく舎

2020.2

2,860円

ペットとの別れを経験した人へ

「今日、フリーダは眉毛をそりました」本と、ネコを愛す
るすべての人に。
美しい世界観、装丁が話題となった『ウラオモテヤマネ
コ』の作者・井上奈奈さんによる新たな女の子とネコの物
語。

6 はるとあき
斉藤　倫・うきまる/作

吉田　尚令/絵

小学館

2019.5

1,430円

会えなくても、友達はいつもそばにいる

季節のすばらしさ、相手を思いやる心、手紙を書くこと…
忘れつつある大事なことを思い出させてくれます。

7 えのないえほん
斉藤　倫/作

植田　真/絵

講談社

2018.6

1,650円

寄り添ってくれる人の大切さを再確認

『どろぼうのどろぼん』の斉藤倫がおくる。醜くて孤独な
ケモノと、盲目の少女。2人の出会いから別れまでを描
く。月の光が届かない場所の物語。

8 ガラスのなかのくじら
トロイ・ハウエル/作
リチャード・ジョーンズ/作

椎名　かおる/訳

あすなろ書房

2018.5

1,650円

自分の居場所はここじゃない？

知らないうちに　自由を待ち望んでいるすべての人へ。
とんでごらん。勇気を出して。自分の本当の居場所がわか
るから。

9 ここで土になる 大西　暢夫/著

アリス館

2015.10

1,540円

誰もが胸に抱く原風景が、ここに

小さな村の大イチョウ。ダム建設にゆれた村で、変わら
ず、動かず、そこに暮らし、土を耕し続けた夫婦がいる。

10 むこう岸には
マルタ・カラスコ/作

宇野　和美/訳

ほるぷ出版

2009.5

1,430円

多様性への理解が美しい絵とシンプルな言葉で

わたしの夢は、いつかこの川に橋をかけること…。南米チ
リのイラストレーターが描く、明るい光と笑い声にみちた
平和を願う傑作絵本。

●ノンフィクション作家　柳田邦男さんが選ぶ『会いたくて会いたくて』＋3冊＋座右の5冊★

1
会いたくて
　　　会いたくて

室井　滋/作

長谷川　義史/絵

小学館

2021.2

1,320円

人生で大事なものを思い出せる！

「行っちゃダメ！」おかあさんに止められたぼくは、おば
あちゃんにこっそり会いに…いま、いちばん大切に想う人
と読んでほしい、心あたたまる「幸せのしるし」の贈り
物！読むと心が温まって大切な人に会いたくなる、人生で
大切にしたい言葉が詰まった絵本。

「女性セブン」小学館　2021.4.8
　　　　　　　　　　　Ｐ．134-137



2
けんちゃんの
　　　もみの木

美谷島　邦子/文

いせ　ひでこ/絵

BL出版

2020.10

1,760円

突如家族を失った遺族による、祈りの一冊

空の安全を願い、ひたむきにいのちと向き合いつづけた母
の軌跡。1985年8月12日、群馬県御巣鷹山に日航ジャン
ボ機が墜落。事故で9歳の息子を亡くし、心が迷子になっ
てしまったお母さんは、焼けただれた山の斜面にもみの木
を植え、くる年もくる年も、息子に会いに山に登り続け
た。

3 ひばりに
内田　麟太郎/詩

うえだ　まこと/絵

アリス館

2021.2

1,430円

温かいそよ風のように寄り添ってくれる

ぼくはたんぽぽのわたげになろう。
きみがそらへとばす―。いま、ひとりでいるあなたへ。
内田麟太郎とうえだまことが贈る詩の絵本。

4

★

とんでいった
　　　ふうせんは

ジェシー・オリベロス/文

ダナ・ウルエコッテ/絵

落合　恵子/訳

絵本塾出版

2019.9

１,６５０円

人の生老病死を見事に表現

「この銀色の風船はとりわけお気に入りのやつさ」おじい
ちゃんはいつものようにぼくの髪の中に指を突っ込んでも
じゃもじゃくしゃくしゃにした。「ぼくだってお気に入り
だよ」ぼくは答えた。でも…。

★
めをとじて
　　　　みえるのは

マック・バーネット/文

イザベル・アルスノー/絵

まつかわ　まゆみ/訳

評論社

2019.7

1,760円

もうベッドに入る時間だけど、パパに聞きたいことがいっ
ぱい。「どうして海は青いの？」「恐竜はどうしていなく
なっちゃたの？」さあ、パパは何と答えてくれるのでしょ
う。

★
あさになったので
　　まどをあけますよ

荒井　良二/著

偕成社

2011.12

1,430円

「山はやっぱりそこにいて、木はやっぱりそこにいる。だ
から僕はここが好き。」何気ない日々の繰り返し、毎日変
わらずにある景色の中にいる自分。そこにこそ生きること
の喜びがある。窓を開けて、今日もまた新たな一日が始ま
る。

★ おじさんのかさ 佐野　洋子/作・絵

講談社

1992.5

1,540円

大切にしている立派な傘が濡れるのが嫌で、絶対に傘をさ
そうとしないおじさん。ある雨の日、子どもたちの歌を聞
いたおじさんは、初めて傘を広げてみた。すると……。
子どもから大人まで、それぞれの人生経験に応じて様々な
気づきを与えてくれるロングセラー。

★
だいじょうぶだよ、
　　　ゾウさん

ローレンス・ブルギニョン/作

ヴァレリー・ダール/絵

柳田　邦夫/訳

文溪堂

2005.11

１,６５０円

年老いたゾウは自分の死期を悟るが、一緒に暮らす幼いネ
ズミはそれを受け入れることができない。しかし、弱って
きたゾウを一生懸命ケアするうちに、ネズミの心は次第に
成長していく。大人も子どもも家族の病気や死について考
え、学ぶことができる貴重な一冊。

●女優　室井滋さんが選ぶ5冊（動物が登場する絵本）＋1冊

1 ねこのおんせん
別役　実/作

佐野　洋子/絵

教育画劇

1986.4

1,320円

パンチのきいた風刺が印象的

なにしろ、アンデパンおんせんは、ねこのからだにとても
よくきくといわれています。たしかによくきくらしいので
す。でも、なにかおかしい。いったい、それはなんでしょ
うか。

2 100万回生きたねこ 佐野　洋子/作・絵

講談社

1978

1,540円

何回読んでも泣いてしまう

幾百万の魂をゆさぶり続ける大ロングセラー。１００万回
死んで、１００万回生まれかわったとらねこ。自分しか愛
さなかった彼が、はじめて他者を愛したとき……。この世
に生まれた意味を問いかける絵本。

3 ねこのシジミ 和田　誠/作

ほるぷ出版

1996.9

1,980円

幸せな気持ちになれる

シジミはたれ目で目ヤニのきたない子猫でした。公園にす
てられていたのをショウちゃんが拾ってくれたんです…
…。やってきた子猫の生活をやわらかな銅版画で描いた、
人気イラストレーターの話題の絵本。

4 アンジュール
　　　　　　　　　ある犬の物語

ガブリエル・バンサン/作

BL出版

1986.5

1,430円

文字がないのに泣ける本

走行中の車から捨てられた一匹の犬。どんなに追いかけて
も走り去る車に追いつくことはできない。でも最後のペー
ジで希望が・・・。
このうえなく美しいデッサン。宝物です。

5
日本昔ばなし

　　仙人のおしえ

おざわ　としお/再話

かないだ　えつこ/絵

くもん出版

2014.11

1,760円

自分の中の良心を確認できる

旅を続ける若者にふりかかる難題や仙人との出会い、はた
して願いは無事にかなうのか。主人公の若者と旅をする楽
しさとともに、自らの願いは後回しにし、他人のために行
動することによって得られる喜びの結末は、人間の生き
方、命のありよう、自然との共存といった、人類の生きる
知恵や思想が凝縮されています。



6
しげちゃんの
　　　　はつこい

室井　滋/作

長谷川　義史/絵

金の星社

2021.3

キュンとした気持ちが蘇る

わたし、親切にしてあげたのに…。知らんぷりしたり、い
じわるをいいたくなっちゃった！？

柳田邦男先生の『砂漠でみつけた一冊の絵本』にあるブックリストをHPに掲載したい旨、連絡をした折、
岩波新書『人生の1冊の絵本』を紹介していただいた。そして「絵本は人生の心の友」のメッセージと合わせて、

新聞や雑誌への掲載記事が、資料として送られてきた。その中から、「女性セブン」と「Fortuna」で紹介されている
絵本のブックリストを紹介することにした。手にして読まないことには始まらない。（野村邦重　2022/03/18）


